
黒岩涙香繹述 『人の運』

原典の発見および原典 との相違について

河村民部

序

本 論 は二 つの こ とを 目的 と した研 究論文 であ る。 ひ とつ は、 これ まで長

い間原典が発 見 されず に、誤 った推 測が な されて きた黒 岩涙香 の翻 訳小説

『人の運』 の原典 を発 見 した ことの報告で あ り、 もう一 つは、原典 と訳本 を

対比 して、涙香 が如何 に原典 を、本 人の言に よると、「言睾述」 したか、あ る

いは涙香 の 「諜述」 とい う場合 の実態 である、「翻案」 したか を論 じるため

に、最初 に原 典の梗概 を詳 しく述べ 、それ との対 比で訳本 の原典 との相違

を明 らかに し、訳本 の意義 を改 めて評価す るこ とで ある。

これ まで にこの翻 訳小説 はElizabethBraddonと い う19世 紀 イギ リス小

説 家の 五αの.4忽 勿's髭0観 あるいはHOSホ αg召S如Fo吻 翅 の翻訳 では ない

か と推論 されて きたが(1)、近 年推 理小 説家の小森健 太郎氏 が、Lαめ㌧4認Zの ノs

S60γ訂 ではない とい うこ とだけは、明 らか に しだ2}。 では誰 の どの小 説 を原

典 と して、 その翻訳 を したのか とい うこ とは、い まだに解 明 されてはい な

い。 それをここで明 らかにす る。

原典 はElizabethBraddon,.4S〃 α%g6四b〃 ゴ(BernardTauchnitz,Leipzig

l875な い しはLondon:JohnMaxwellandCo.,1875、 且rstedition)で あ る

が、涙香 が翻 訳 に用い たのは、翻訳 出版の明治27年 に近い年月の版、例 え
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ば、本論の写真に挙げたような、Simpkin&Co.,Limited,1892の ような廉

価版で、書店や貸本屋のみならず、当時流行を見た鉄道売店で も買える版

(いわゆる、鉄道文庫)で はないか と思われる。原典は19世 紀イギリス小

説に倣って、 もとは三巻本であ り、現在では大英図書館およびイリノイ大

学図書館には初版があり、イリノイ大学図書館はウェッブ公開 もしている

し、またデジタル ・オン ・ディマンドで注文購買もできる。1892年 出版の

廉価版では章が通 しの一巻本になっている。

訳述 『人の運』 は最初 『萬朝報」(明27.321～10.24)に 掲載されたが、

単行本 としては、初篇 と後篇の二冊 に分けられ、初篇は50回 の253頁 、後

篇はそれに続 く通 し番号の108回 の539頁 から成る和綴 じ本で、愛花仙史

(本名三木貞一)の 前書 き 「題人之運」を付 して、扶桑堂から出版社 され

た。愛花仙史は 『朝野新聞』、『東京公論』 を経て涙香の主催する 『萬朝報』

に入社 した明治 ・大正の新聞記者であ り、漢文小説 『新橋八景佳話』、『南
ゆ

総美 談復 仇実記』、 『情天比 翼縁 』 な どの作 者であ る 。初 篇 は明治27年11

月発 行 、後 篇は明治28年1月 発行 である。以下本論で テクス トとして使用

したのは、筆者所蔵のElizabethBraddon,!∬ 〃侃g6防7Zゴ(Simpkin&Co.,

Limited,1892)と 天 理 図書館 所蔵 貴重 本の涙 香小 史繹 述 『人 の運』(扶 桑

堂、 明27～28)で あ る。

原 典の.4S〃 僻 望 防71ゴ の 著者エ リザベス ・ブラ ッ ドンは、 ヴ ィク トリ

ア 朝 中 期 に、五α4y且 忽 勿3S6676'(1861)と い う 煽 情 小 説(Sensation

Nove1)で デ ビュー し、八 十五編の小説 を世 に送 り、明治初期 の 日本の翻訳

界 を席巻 したイギリス小説 の大立者で、 ニューゲイ ト・ノヴェル(Newgate

Nove1)の 創 始者 と 目されたEdwardBulwer-Lytton(1803-73)を 師 匠 に持

ち、妻 子あ る男性 との 関係 で も一世 を風 靡 した フェミニズムの先端 を行 く

女流作家 である。彼女 はディケンズのような"greatnovelist"で は ない に し

て も、"greatstoryteller"と 呼 ぶ に相応 しい小説 家 と しての優 れ た資 質 を

持 ってい る ことは、上 に挙 げた よ うな彼女 の小 説 を一読 す ると、 よくわか

る。

また黒岩涙香 とい えば、我が 国探偵小 説 の元祖 と してい まだ に高 い評価
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を得ている明治期の大文豪であり、異色の日刊紙 『萬朝報』を明治25年 に

創刊 した新聞人として名 を馳せた人物であることは、広 く世に知 られてい

る。涙香の作家あるいは実業家 としての詳 しい伝記的事実については、伊

藤秀雄 『黒岩涙香 探偵小説の元祖』(4)や高橋康雄 『萬朝報 黒岩涙香

と明治のメディア人たち』㈲などに詳 しいので、それを参照されたい。ここ

では涙香が如イ可に原典の小説を、翻訳あるいは翻案あるいは創作 し直 して

いるかを明らかにするのが肝心である。

前置 きはこれくらいにして、さっそくその肝心の本論に入 りたい。

本論

1.ASmηgeWo〃d(『 不思議 な世界』)概 要

第一巻(第1～18章)

ドサ 廻 りの 旅役 者 の父 と娘 が、

寺 院 の 町 エ ボ ル シ ャ ム

(Eborsham)で 興 行 中 に、若 い二

人 の 紳 士 に 出 くわ す。 父 親 は マ

シ ュ ー ・エ ル グ ッ ド(Matthew

Elgood)と い い、50過 ぎ の初老 の

酒 好 き で、 娘 は 珍 し い ジ ャ ス

テ ィーナ(Justina)と い う名 の17

歳 の子 供 か ら大 人へ の成 長期 にあ

りが ち な、青 白 くほっそ りと した

少 女 であ る。 紳士 の一 人 は コー ン

ウ ォ ー ル(Cornwall)の 郷 士 で、

ペ ンウ ィン荘(PenwynManor)の

年 収7000ポ ン ドの後 継者 の若殿 、

ジ ェ イ ム ズ ・ペ ン ウ イ ン(James

Penwyn)と い い、 ま だ オ ッ クス
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フ ォー ド在 学 の学生 で あ る。 もう

一 人 は少 し年 上 の30歳 くらい の

モー リス ・クリ ッソル ド(Maurice

clissold)と い う若者 で、 ジェイ ム

ズ の親 友 で遺 産 の年 収400ポ ン ド

が あ るの で、 これ を基 に好 きな文

学 で成功 を夢見 ている。

この二人 の紳士 が 夏の休 暇 中 に

気 ままな旅 の途 中エ ボル シ ャムの

町 に逗 留 中 に、 町 はず れ を散歩 し

てい て、 旅役 者 の父娘 に町へ の道

を尋 ね られた こ とか ら、急 速 に親

し く な っ て い く。 特 に若 い 方 の

ジェ イムズ は人 間が や さ し くで き
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(上 記 写 真 本 の 内 表 紙)

ていて、田舎者で素朴なジャスティーナの芝居 を見に行った り、親子 とも

ども競馬に誘った り、はては貧 しい旅役者を豪勢な食事に誘って もてな し

たりしているうちに、気が付いてみると二人 とも相手に恋 をしていること

を知 り、ジェイムズはひそかにジャスティーナに求婚 し、娘の方は夢のよ

うだと思いながらも、結婚 してペ ンウィン家の夫人になることを承諾する。

運命の糸に引 き寄せ られるかの ような、出会ってからたった二 日間の短期

間の出来事であった。

しか し果たせ るかな、二人の結婚にはジプシーの予言が暗い影を落 とし

ている。エボルシャムの町でジェイムズとジャスティーナはジプシーの老

婆に手相を見てもらって、ジェイムズの生命線にそれを途中で切断す る別

の線があることから、気を付 けるように言われたのが的中 し、ジェイムズ

がまだジャスティーナの父親に結婚の承諾を得る前に何者かに殺されるこ

とになる。

ジェイムズが芝居の跳ねた後ジャスティーナと寺院の広場 を散歩 して彼

女の投宿先に行 き、待っていたマシューや座長たちと遅い夕食を済 ませた

(4) [153]



のち、 ジャステ ィー ナが ジ ェイムズ を戸 口に送 り出 したのが、彼女 が婚約

者 を見 た最後 であ った。 この 時、 しか し、 ジ ャス ティーナ は、旅籠 ウ ォー

ター ファウル(Waterfowl)に 帰 ってい く婚約者 の後 をつけてい くような怪

しい男の人 影 を見つ け、不 審 に思 ったが、翌 日になる と、婚約者が殺 され

たこ とを知 らされ、夢が無残 に も砕か れて しま う。

容 疑者 として ジェイムズの親友 のモ ー リスが、 アリバ イ証言 を拒否 した

こ とで拘留 され るが、尋 問 にはジ ャステ ィーナが彼女 が見た怪 しい影の男

とはモ ー リスで はない ことを証言 して、証拠不 十分 とい うことでモー リス

は釈 放 されるが、親友 ジェ イムズ の喪失 を嘆 くモ ー リスは、必ず真犯 人 を

探 し出す と心 に誓 う。 そ して落胆 した婚約者 の ジャステ ィー ナには、今後

力 になる と約束す る。

それか ら一 年ほ ど経 てモー リスは亡 き友 人ジ ェイムズの コーンウ ォール

の里 ペ ンウ ィンの彼 の館 ペ ンウ ィン荘 に旅 す るこ とにな るが、 この館 は今

はジェイムズの従兄弟 のチ ャーチ ル ・ペ ンウ イン(ChurchillPenwyn)が 、

ジェ イムズの死後、遺 産相続 を してい て、恋人 のマ ッジ(Madge)と 結 婚

し、 マ ッジの妹 ヴ ァイオラ(Viola)と 共 に幸 せに暮 らしている。

館 の当主チ ャーチ ルは、ロ ン ドンの テ ンプル(Temple)の 独 身寮で弁護

士 の勉 強 に努力奮闘 していた30歳 の若者で あったが 、金 がない とい う理 由

で愛 す るマ ッジか ら結婚 を断 られてい たのだが、従兄弟 ジ ェイムズの急死

で遺 産が転 が り込 んで きたの を潮 に、念願 の結 婚 を果 た し、 しか も館 の当

主 に収 まった後 い うわけである。

初 めてペ ンウィン館 を訪れ たモー リス は門番 の ジプシー老婆 を どこかで

見 た ようだ と不 審 を抱 く。 この老婆 はかつ てエボル シ ャムで ジェイムズの

手相 を占った女で あ り、ジ ェイムズ殺害 の現場 を見 て知 ってお り、その証

拠 とな る名 前 入 りの血 の付 い た ハ ンケ チ も隠 し持 っ て い る こ とか ら、

チ ャーチ ルが密か に手元 にお いて門番 に据 え、監視下 に置いて いるのであ

るが、モ ー リスはその ようなこ とを今知 る由 もない。つ ま りジェイムズ殺

害 の真犯 人はチ ャールズ ・ペ ンウ ィンなのだが、モ ー リス も、チ ャーチ ル

の誠実 な妻 マ ッジ も、 そ して読者 もまだこの事実 を知 らない。
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第二巻(第19～38章)

ペ ンウィ ンへ の旅 でモー リスが宿 泊す るこ とになったのが、鉄道 の駅の

ある シー コム(Seacmb)と ペ ンウ ィ ン荘 との 問 にあ るボー セル ・エ ン ド

(BorcelEnd)の ト レヴ ァナー ド農場(theTrevanards)で あ るが、 トレ

ヴ ァナ ー ド夫妻(Michael&Bridget)と 息 子 のマ ーテ ィ ン(Martin)、 そ

れに半盲 目の祖 母が暮 ら してい る。 農夫 もた くさん雇 ってい る豪農 で、今

で もペ ンウ ィン家の テナ ン トで あ り、昔か ら館 とは深 い関わ りの あった農

家 ではあるが、名 門の家柄で ある。

ここに泊 まった最初 の夜 にモ ー リスが 出 くわすのが、青 白 く痩せ細 った

背 の高い女の幽霊 であ る。否、 これは幽霊で はな く、40歳 くらいの実在の

女 でマ ーテ ィンの姉 ミュ リエル(Murie1)と い い、 モー リスが泊 ってい る

二 階の部屋 は、 かつ てこの女の使 ってい た寝室 であ ったので、女 は月夜 に

は時々 この部屋 にや って きて は、今 は亡 き恋 人の名 を呼 んで、男 の帰 りを

待 つ狂 女 になって しまった こ とが後 に判 明す る。 ミュ リエルはあ る時か ら

家族 と切 り離 されて、離 れの祖母 の寝 室の二 階で隔離 された形で暮 らして

いる。

翌 日もモ ー リスが裏庭 を散歩 してい る と、 この狂女 ミュ リエ ルに出 くわ

し、 モー リスが彼 女の母 の名 を出す と女 は突然 怒 り出 し、 自分の子供 をど

こに連 れて行 ったのか と叫 んで、家 の中に姿 を隠 して しまう。モ ー リスは、

この トレヴ ァナー ド家 には人 には言 え ない秘密 があ るのでは ない か と勘 づ

く。

またモ ー リスは 日曜 日に村の教会 に トレヴ ァナー ドー家 と参拝 に出か け

た時、ペ ンウ ィン館 の新 しい主チ ャーチ ル と妻 のマ ッジに出会 い、館 に招

待 され、大変親切 に もてな され るが、 トレヴ ァナー ド夫 人だ けは、 身分の

違 い を理 由に決 してペ ンウィン夫妻 との交 わ りは持 とうとは しない。そ こ

には夫 人だけ しか知 らない、屈折 した ものが心 に隠 されてい るのであるが、

それが娘 ミュ リエ ルの発狂 と も関わ りの ある もので ある ことが、や がて わ

かるこ とになる。

モー リスはマー ティ ンと仲良 くな って ボーセル ・エ ン ド周 辺 を馬車 で案
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内 して もらうが、あ る時 シー コムの教会 の洗礼 名簿 を見てい て、 その中 に

マ シュー ・エ ルグ ッ ド夫妻 の名 と彼 らの赤 ん坊 の洗礼 名エ ミリー ・ジ ェー

ン(EmilyJane)が 記 されているのを見 て、 びっ くりし、 これ はひ ょっ とし

てエ ボル シ ャムの 町で 出会 った あの旅 役者 の エル グ ッ ドとそ の娘 ジ ャス

テ ィーナのこ とではないか と思 う。

あ る夕方 トレヴ ァナー ドー家 の ものが留守 の時、祖母 の老婆が退屈 しの

ぎに居 間に出て きて寂 しいか ら話 し相 手 になって くれ とモー リスを 自分の

部屋 に誘 うので入 ってみ ると、暖炉 の上 に女 の 肖像画 が掛 けてあって、 だ

れか と尋 ねる と、老婆 は、それ は 自分の夫 の母 親で ジ ャステ ィーナ ・トレ

ヴ ァナ ー ド(JustinaTrevanard)だ と い うの を聞 いて、モー リスは直ち に

旅役 者の娘 ジ ャス テ ィーナの こ とを思い起 こす。そ して教 会の洗礼者 名簿

の名前 の女性 との不思議 な縁 を思 う。

モー リスが、夜 中にそ して また裏庭 で、 ミュ リエ ル と出会 ったこ とを話

す と、老婆 は、恋人が若 くして死 んで しまってか ら、精神 に異常 を きた し、

村 の医者 に診 て もらったが、 どの ような薬 も効 力が な く、若い時 の美 しい

姿 があれ ほ ど痩せ衰 えて しまった と、姪 の不幸 を嘆 く。 この時二 階か ら降

りて きた ミュ リエ ルは祖 母の膝 に樽 り、髪 を撫 ぜ て もらい なが ら、突然子

供 の泣 き声がす る と言 い出す場面 に もモ ー リスは出 くわす。

他 方、第一子 の息子 ヌージェ ン ト(Nugent)の 誕 生 を機 に、 チ ャーチル

はシー コムか ら国会議員 として打 って出、当選す る。そ して植樹 、道直 し、

所有 の鉱 山へ の新 たな投 資 と利益 の管理、有用 な小作 人への支援 、不 要 な

者 の首切 りな ど、地所 の大 変革 をや って のけ る。国会議 員 と して もその論

法 の鋭 さで、大 いに賞賛 を博す よ うになる。

妻 のマ ッジ も、モ デル村 を作 り、慈 善学校 を建 て るな どして村 人の人気

を凌い、夫 のため に尽 くす。 ロン ドン社 交界 の大 物未亡 人でマ ッジたち姉

妹 に肩入れ を してい るチ ェスハ ン ト夫人(LadyCheshunt)が 館 を訪 れて、

このペ ンウ ィン荘 は まさに 「アルカデ ィア」だ と絶 賛す る。 だが 、幸 せの

絶頂 期 にあ りなが らも、妻 のマ ッジは時折夫 のチ ャーチルが沈 んだ様 子 を

してい るのを見逃 さない。そ してやがてそ の原 因が妻 に明か される時が来
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る。

モー リスが コー ンウ ォール を旅 してか ら、ロ ン ドンに戻 り、一年 ほ どを

経 た頃、待望 の詩集 を出版 して、爆発 的 な人気 を得 る。 この詩集 は 自分 の

過去 の失恋 を基 に したフィクシ ョンの物語詩で、.4五 舵.P癖 躍6,僻4α 加7

Po6〃z∫ とい う題 で、作 者 は本 名 を 明 か さず、 ク リフ ォー ド・ホ ー ソ ン

(Cli伽rdHawthorn)と い うペ ンネー ムであ るが、貸本 屋 のム ーデ ィーズ

(Mudie's)で は、大人気で、 なか なか手 に入 らない ほどであ った。 ロン ドン

の館 で は、マ ッジ とヴ ァイオ ラの姉妹 が、 まさか作 者が知 人のモ ー リスだ

とは知 らないで、 この詩集 を読み、批評 し合 う。

モー リス の この物語 詩は彼の過去 の失恋 が元 になってい るが、実 はモー

リスがエ ボルシ ャムで友 人 ジェイムズの殺 人容疑で逮捕 され た とき、殺 人

のあった夜 のア リバ イを敢 えて証言 しなかったの は、 この詩 に登場す る恋

人 か らの手紙 で急遽彼女 に会い に出か けていたか らである。恋人 は父 の言

いつけで、金持 ちの男 との結 婚 を余儀 な くされるか ら助 けてほ しい とい う

内容 の手紙 であ ったが、 い ざ行 って見 ると女 は、すで に明 日結婚式 をす る

段取 りだ といい、モ ー リスは尻の軽 い女 に裏切 られ るこ とに なるのであ る

が、詩 の中で は主人公が 天使の よ うな恋人 を捨 て る話 にな って いる。ア リ

バ イ証言 を拒否 したのは、女 の名誉 を思 っての ことであ った。

あ る 日、 文 学 仲 間 の新 進 劇 作 家 ジ ャ ック ・フ リ ッタ ー ギ ル ト(Jack

Flittergilt)の 新 作劇1V∂Cα ノ4sを 見 に、連 れ られ て王 立 ア ルバ ー ト劇 場

(theRoyalAlbertTheatre)に 出 かけ ると、 その新作劇 の女優が、二 年前

にエボルシ ャムで田舎芝居 を していたジ ャステ ィーナ ・エ ルグ ッ ドであ り、

これが人が変 わ ったよ うに美 しい女性 に成長 してい て、見事 な演技力 を身

につ けて、観客 を圧倒す るのを 目の当た りにす る。あの二年前の彼女 を襲 っ

た悲劇 が少 女 を一人前の女 に成長 させ たのだ と、父親のエ ルグ ッ ドはいい、

楽屋 を訪ね たモー リス に、今 はブル ームズベ リー(Bloomsbury)に 投 宿 し

ているので、是 非訪ね て きて ほ しい とい う。行 ってみ る とジ ャス テ ィーナ

は、 モー リス の詩集 を読 んで涙 してい るところであ った。 勿論そ の詩 集の

作者が モー リスである とは知 る由 もない。こう してモ ーリス とジャス ティー

(8) [149]



ナは再会 し、急速に親密の度を増 していくことになる。

さて、その後のペ ンウィン家であるが、折 しも、門番の老婆 レベ ッカ

(Rebecca)の 息子ポール(Paul)が 、捨 てられた母 を捜 してやって来て、

空腹だか ら何か食わせうといい、ジプシーが館 に雇われていることの不信

を言い募 り、従兄弟が殺 されたおかげでチ ャーチルが屋敷を手に入れたこ

とについて母が何か知っているからではないかと迫る。老婆がこれを否定

すると、パーティーをやっている館 を覗いて くるといって、開いている窓

から忍 び込 んで、奥方マ ッジがテーブルに置いておいたダイアモン ドの

ネックレスを盗む と、逃走 しようとして、マ ッジの妹のヴァイオラに見つ

かり、居合わせた客 とチャーチルに取 り押さえられる。

この盗難事件をめ ぐって、いざ告訴という寸前に、門番の老婆 レベッカ

が傍聴席から告訴を取 り下げてほしい とチ ャーチルに嘆願する。だが見せ

しめのためにそれはできない というチャーチルに対 して、では奥方のマ ッ

ジに話 したいことがあるといって、隣室に行 き、十分ほどすると、真 っ青

な顔 をしたマッジが出てきて、それまで告訴 を主張 していたのを翻 し、夫

に告訴を取 り下げるように嘆願する。チャーチルは隣室で何が話 されたの

かを察知すると、妻のいうことを聞きいれて、傍聴席が唖然 とするうちに、

告訴を取 り下げ、謹慎を申しつけたのみにて、裁判は結審する。

勿論、ジプシーの老婆がマ ッジに語ったのは、読者 も推察の通 り、夫

チャーチルによる従兄弟 ジェイムズの殺人の現場 を目撃 したという話で

あった。夫が彼女の結婚のための条件 を満たすために殺人を犯すに到った

ことを知ったマッジ夫人は、その罪の半分は自分 にも責任があることを悟

り、いまだもって神に臓悔することので きない夫を責めることな く、心の

中で自らが仲介として神 に峨悔をする。そしてその罪ゆえ、チャーチルの

心は蝕 まれていき、その伴侶 となったマ ッジの美 しい容貌は次第に衰えて

いくことになる。

一方、モーリスはロンドンの劇場で名声を博 していくジャスティーナ と

父のエルグッド氏の投宿先をしばしば訪れては、娘には文学の教養 を深め

る話を してや り、飾 り気のないその部屋 を本や茶器や花瓶、彫刻 などで
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飾ってやる。エルグッ ド氏にはコーンウォールのシーコムの教会で偶然見

つけた洗礼名簿の名前について尋ねると、それはジャスティーナではなく、

生まれて六週間で亡 くなった彼女の姉 だという。さらにモーリスがジャス

ティーナ という変わった名前に言及 し、その名前の持ち主がボーセル ・エ

ンドの トレヴァナー ド家の曾祖母の名前であるというと、エルグッド氏 は

仰天するが、その家のことは噂で聞いただけだと白を切る。モー リスは彼

が何かを隠していると察知する。

娘のジャスティーナは相変わ らず亡き婚約者のことが忘れられないよう

で、彼からペ ンウィン家を奪い、裕福に暮 しているチャーチルを赦 しては

いない様子である。そこでモー リスは彼女を連れ出 してはよくロンドンの

美術館やハイ ド・パーク(HydePark)を 散策するようになり、次第に自分

のクラブには立ち寄 らな くなる。夜帰 ってからは、これまで以上に純粋 に

詩の創作に没頭するようになるが、ジャスティーナにはまだ彼女の好 きな

詩人が自分であることは明かさないで、自分の人格のみで彼女を手に入れ

ようと思う。

マーティン ・トレヴァナー ドと別れて二年の歳月が経ったとき、突然彼

から母の容体が悪いので来てほしいという手紙 を受け取ると、モーリスは

詩の創作 に没頭 し、またジャスティーナと別れるのが辛い時ではあるが、

友人の悲 しみには勝てず、す ぐさまボーセル ・エン ドに向かう。特にマー

ティンがモーリスを呼んだのは、彼の母が家族の者には言えない何か

恐 らく娘の ミュリエルに関することか もしれない を心に秘めていて、

それが彼女を弱 らせているようなので、よそ者ではあるが信頼で きる紳士

のモーリスになら話すかもしれないから、訊 き出 し、何か正すことができ

るものがあるなら、それをやってもらいたい という依頼のためであった。

トレヴァナー ド氏からは、最近ペ ンウィンであった泥棒 の話 を聞かされ、

なぜチャーチルが細君の嘆願を聞きいれて突然門番の息子である盗人を釈

放するに至ったかを不思議に思う。

散歩の途中ペンウィン荘 に足を向けたモーリスは、門番の女がかつてエ

ボルシャムの牧草地でジェイムズの手相 を占ったジプシーだと確信するが、
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老婆 はこれを否定する。モーリスはチャーチルがこの女 をここに住 まわせ

たのには、訳があることを直覚 し、その訳を探 ってみようと思 う。館 まで

の道が整備 されているばか りでな く、館そのものが見事 に改装され、居間

は客の楽 しさにあふれる光景に満ちていることに気づ くが、モーリスは特

にペンウィン夫人マッジの変わり様に目を奪われる。輝 く肌 の色は失せ、

顔 も角張 り、目も大 きくなって、鋭 くなったように見え、話す声の調子に

も、かつての楽 しげな響 きが失せてしまったように思える。

第三巻(第39～55章)

以 降、物語 はモー リスが トレヴ ァナー ド家 の秘密 を知 り、そ れが深 くペ

ンウィン家 と関わ ってお り、 さ らに これ にはジ ャス テ ィーナの 出生 の秘密

が 隠 されているこ とを突 き止 める問、 これ と並行 してチ ャーチ ル・ペ ンウィ

ンの悪事が暴 かれ、ペ ンウィン家 が没落 してい く必然 の過程が、見事 な推

理 の組 み合 わせ を通 して展 開されてい く。

娘 ミュ リエ ルの ことで心 を痛 めて い る トレヴ ァナ ー ド夫 人 に同情 す る

モー リスは、夫 人か らミュ リエ ルに関す る秘 密 を聞 くことになる。それ は

次 の ような話 であった。

ミュ リエ ルはシーコムの女学校時代 に可愛が られ た校長先生の ミス ・バー

ロー(MissBarlow)か ら、 ミクルマスの期間二週間学校 に泊 ま りに来て ほ

しい とい う招待 状 を受 け取 る と、父母 の承諾 を得 て、喜 んで 出かけ たが、

二 週間の滞在 をさ らに一 週 間延長 して、三週 目になって元気で戻 って きた

が 、時折発作 的にふ さぎこむ様子が見 られ るよ うになった。そ してペ ンウィ

ン家 の長男 で後継者 のキャプテ ン ・ジ ョージ ・ペ ンウ ィン(CaptainGeorge

Penwyn)が 連 隊に加 わってカナダに立 った頃は、落 ち込 んで しまった。

あ る日 ミュ リエ ルは母 親 に妊娠 してい る ことを告 げるが、相手 の名前 も

言 わ なければ、秘密の結婚 なの か どうか も言 わ ない。驚 いた母親 は祖 母 と

相 談の うえ、 ミュ リエ ル を祖 母 の寝 室の二 階 に隔離 し、そ こで母屋 とは離

して生活 させ 、家の者 には気 づ かれない よ うに した。 ある冬の 日エデ ン夫

妻(Mr.&Mrs.Eden)と 名 乗 る若 い夫婦が雪の ため に立 ち往生 し、助 けを
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求 めたので、 トレヴァナー ド夫人 は哀れ と思 い、二人 を乾草 小屋 に泊 めて

や る ことに した。話 を聞 くと、 この夫婦 は最近赤 ん坊 を亡 くした ばか りだ

という。

この話 を聞いた トレヴ ァナ ー ド夫 人 は妙案 を思い付 き、雪の降 り積 もる

問のみ な らず、春 になる まで この若 い二 人 を乾 草小屋 に密 か に住 まわせ 、

家 の者 には内緒 で食事 を運 んで やった。若 い母 親 は元気 を取 り戻 した。そ

こ で ト レ ヴ ァ ナ ー ド夫 人 は 亡 き 子 ど もの 代 わ り に 「母 の な い 子 」

("motherlesschild")を 一 人育てて くれ まいか とい うと、エデ ン夫妻 は喜 ん

で この依頼 を引 き受 け、春 暖か くなった早朝 に立 ち去 って行 った。 ミュ リ

エ ルは産褥 の熱 で しば ら くは弱 ってい たが、気 がつい て 自分の赤 ん坊 がい

な くな っている ことを知 る と、気が狂 ったよ うになるが 、母親が訳 を云い

聞かせ、人 に育 てて もらうように よそ にや った と話す と、 ミュ リエ ル も心

を静 めてこれを受 け入 れるようになった。

だが、 ある時父親 のマ イケルが何 も知 らず、 カナダに行 ったキャプテン・

ジ ョー ジ ・ペ ンウィンが 原住民 に殺 され たこ とを告 げる と、折角 回復 しか

かってい た ミュ リエ ルの頭 は狂 って しまった。そ こで祖母 の二階 に隔離す

る ように して、 これ まで暮 ら して きた。 トレヴ ァナ ー ド夫 人 は語 り終 え、
つか

心 の病 えをお ろす。

この話 を聞いてモ ー リス は、エ デ ン夫妻 とい うの はエ ルグ ッ ド夫妻 の こ

とであ り、その娘ジ ャステ ィーナこそは ミュ リエルの娘 だと半 ば確信す る。

その後 す ぐ トレヴァナー ド夫人 は容体 が悪化 し、モー リス を呼 んで、「聖書

・あげた…家族用聖書 を」 とい って息 を引 き取 る。「家族用聖書 」 に謎 を解

くカギがあ る もの と思 うモー リスは、それ をマーテ ィンか ら借 り受 けて調

べ てみ るが、 トレヴァナー ド家 の家系 が記 してあ るだけで、 ミュ リエルの

子 どもの こ とは何 ら記 されて はいない。 この聖書 の 中に ミュ リエ ルが ミル

トンの詩 を引 き写 した紙 片が挿入 されて いるの を見つ け、モー リス は彼 女

の筆跡証 明のために、貰 い受 ける。

この大型 の家 族用聖書 のほか に 「家 族用聖書 」 と呼 ばれる聖書が ないか

どうか を トレヴァナー ド夫人の遺 品の 中に捜 してい たモー リス は、夫 人の
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最後 の言葉 に 「あげ た」 とい う言葉 があ ったの を思 い出 し、彼女が告 白の

中で、赤 ん坊 を旅人 に託す ると き、聖書 に誓 わせ た とい った こ とか らも、

きっとその聖書 はエ ンデ夫 妻 に形 見 と してや った に違い ない と推 理す る。

そ してそ の聖書 にはマ ーテ ィンの曾祖母 ジ ャステ ィーナの名が書 いてあ っ

た とい うか ら、ジ ャス テ ィー ナ ・エ ル グ ッ ドとい うのは ミュ リエ ルの娘 に

違 い ない と確 信す る。 自分 が愛す る ようになった娘 ジ ャステ ィーナ をめ ぐ

る こうした謎 は、 まさにモー リスが解 くべ き 「宿命 」(Destiny)と 思 われ、

彼 は謎 の解 明に本格 的に取 り組 むこ とになる。

ロン ドンに帰 る前 に、 モー リスは別れ を告 げ にペ ンウ ィン荘 にチ ャーチ

ル を訪ね、 なぜ 従兄弟 の 占い を した ことが あ り、 またその息子が泥棒 を し

た とい うジプシ ーを門番 と して雇 ってい るのか を尋 ね る。 チ ャーチ ルは、

貧 しい女 を哀れ と思 い住 まわせ てい る、追放 す るような酷 い こ とはで きな

い とい う。 だが、モー リスは、そ の老 婆の予言 のおか げで金持 ちにな って

この館 に暮 らしてい るチ ャーチ ルが、その女 を門番 として住 まわせ てい る

こ とに疑惑 を抱 かざるをえない。

この館 でモー リスが確信 したこ とが二つ あ る。一つ は小 さな書斎 に掛 っ

てい るキャプテ ン ・ジ ョー ジ ・ペ ンウ ィ ンの 肖像 画が語 って いるのは、 ま

ぎれ もな くジ ャス テ ィーナ は彼 の娘 だ とい うことである。 ジャステ ィー ナ

は彼 の生 き写 しで あった。初 め て この館 を訪 れて、家政婦 の ダーヴ ィス夫

人 に案内 されて この 肖像 画 を見 た時 は、 ジ ャステ ィーナの顔 をうろ覚 えに

しか覚 えていなか ったので、そ れほ ど強 く印象 に残 らなか ったが、今 や 自

分 の恋人 となった女 の顔 の記憶 は確かで あった。

もう一つ は、 同 じ書 斎 にジ ョージが大 学 よ り持 って きた文学書 が あ り、

彼 の教養 の高 さを証す る もの であるが、そ の中のバ イロ ン詩集 の中に女文

字 で適切 な評 が書 きこ まれて いるの を発見 し、 これ は ミュ リエ ルの筆 跡で

ある ことを知 るモ ー リスは、 ジ ョージの愛読書 にこう して書 き込 み をす る

二 人の関係が物語 っている ものを確信す る。

ジ ョージ ・ペ ンウィ ンについ ての人の噂 をヴ ァイオラか ら聞 いたモー リ

スは、 ジ ョージが立派 な紳 士で あ り、 ミュ リエル を裏切 る男で はない と確
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信す る。では どう して生 まれて くる子 どもの ことが予測で きたはず なのに、

ミュ リエ ルに何 の保証 も与 えないでカナ ダに行 って しまったのか とい う謎

が残 る。 この謎 を解 くためにモ ー リス は、 ミュ リエルが女 学校 時代 を過 ご

した シー コムの町 に立 ち寄 って、昔 の校 長 ミス ・バー ローの行方 を突 き止

めよう とす る。

シー コム の古 い旅籠 の女 将チ ャ ドウ ィック夫人(Mrs。Chadwick)に ミ

ス ・バ ー ローの ことを訊 ねる と、彼女 の女学校 は淑女 を対 象 に した位 の高

い学校 で、そ の中で もミュ リエ ルは とびき りの少女で、若者 の憧 れであ っ

たが、学校 を卒業 してま もな く頭が 変 になった と聞 いてい るとい う。 また

ミス ・バー ローに関 しては、女学校 を閉 じてか らは大 陸に行 き、勉 強 を し

て帰 国す る と、 ロン ドンで ピァノの教 室 を開いた と聞いてい る とい う。 さ

らにシー コムでの芝居 について尋 ね ると、 それは散髪屋 の主人 ク リップカ

ム(Clipcome)が よ く知 っている とい うので、 モー リス は散 髪屋 を尋 ねて

みる と、 はた して クリ ップ カム は芝居 の こ とな ら何で も知 って いて、エ ル

グ ッ ドとい う役 者 とその妻が隣 の仕 立屋 に下宿 して いたが、劇場が 閉鎖 し

て しまい、下宿 を追い 出 されて、雪 の降 る寒 い 日にこの町 を去 ってい った

とい う。最後 にエ ルグ ッ ドが芝居 に出た時の ポス ター の 日付 は、1849年1

月10日 とあった。

再 び シー コムの教会 で洗礼者名簿 を確 認 したモ ーリスは、同時 に死 亡者

名簿 を調 べ ると、そ こには1849年1月4日 の 日付で、エ ルグ ッ ド夫妻の娘

エ ミリー ・ジ ェー ンが生 まれて五週 間 のち に死 ん だ ことが記 されてい た。

これは シー コム劇場が 閉鎖 され てか ら六 日目であ った。 モー リス はジ ャス

テ ィー ナが 自分 の誕生 月が5月 で あ る とい ってい たの を思 い 出 し、エ ミ

リー ・ジ ェ ー ンの誕 生 が1848年12月 で あ るか ら、翌 年 の5月 に ジ ャス

テ ィーナが 生 まれ る こ との不 可 能 な こ とを知 り、 ジ ャステ ィー ナ はエル

グ ッ ド夫妻 の子 どもではないと確信す る。

ロ ン ドンに戻 ったモー リス は、早速 この事実 をすべ てエル グ ッ ド氏 に話

す と、エル グ ッ ド氏 もこれ を認め、 トレヴァナー ド夫人 か ら生 まれたばか

りの赤子 を託 され、養 育費 と して貰 った200ポ ン ドを懐 に、シー コムか ら
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列車 に乗 り込 んで、サマ セ ッ トシ ャーのス ローベ リー(Slowberry)に あ る

シア ター ・ロイヤル とい う劇場 の支配人 の契約 をす るが、営業 は うま くい

かず、貰 った金 も底 をついて しまい、お まけ最 愛の妻 も亡 くし、 あ とは ま

たあ ちらこち らと幼 い娘 を連 れて流れ歩 いた とい う。 スローベ リーに着い

てす ぐに、洗礼 を行 い、貰 った聖書 に書い てあ ったジ ャステ ィーナ ・トレ

ヴ ァナー ドか ら娘 の名 を付 けた とい う。

次 にモ ー リスは ロ ン ドンの郵便名簿 を調べ、バ ー ロー(Barlow)と い う

名 のすべ てに当たるが 、 ピアニス トのバ ーローは見 当た らない。それで ジャ

ス テ ィ ー ナ の 劇 場 の 楽 団 指 揮 者 に尋 ね て み る と、 マ ダ ム ・バ ー ロー

(MadameBalo)と い う女性 な ら知 ってい る とい う。 これ はイタリア留学の

頃の呼 び名 であろ うと推測 して、早 速尋 ねてみる と、60歳 になった当の ミ

ス ・バ ー ローが姿 を現 し、 ミュ リエル は最愛 の生徒 であった こ と、ジ ョー

ジ ・ペ ンウ ィンに頼 まれ て密 か にデ ヴォンシ ャー(Devonshire)の デ ィ ド

マス(Didmouth)と い うところの教会 で 自分が立 ち会 って結婚 式 を挙げた

こ とを話す。だが その後 ミュ リエ ルが ジ ョージの死 を機 に頭がおか しくなっ

たこ とは知 らない。

そ こでモ ー リスは、 さ らに証拠 固 めをす るべ く、 デ ィ ドマス に出 向 く。

教会 に行 き、結 婚式 の記 述簿 を見 せて もらうと、 ミス ・バ ー ローの証言通

り、1847年9月30日 と記 されていた。その足でモー リス はボーセル ・エ ン

ドに赴 く。 そ してマ ーテ ィンと祖母 の トレヴ ァナー ドに ミュリエ ルに関す

る事 実 を打 ち明 ける と、マー ティ ンは姉 の娘 の存在 に有頂天 にな り、祖母

は ミュリエ ルが不義 の娘 で はない ことは信 じてい た といい、母親 の犯 した

過 ちを嘆 く。

モー リスは きっ とミュ リエ ルを気 遣 う手紙 をジ ョージが カナダか ら送 っ

て よこ した ものが あるに違い ない と思 い、 その手掛 か りを得 よ うと、 ミュ

リエルが また彼 の泊 まっている寝室 に忍 んで来 るの を待つ。果 たせ るかな、

三 日 目の月 夜 に、 ミュ リエ ル は や っ て来 て、 さ さや き声 で、 窓 の下 の

ジ ョー ジに気 を付 けて上 が って来るの よ と呼 びか ける。そ して テーブルの

上 に置い てあった ロウ ソクに火 をつ ける と、部屋 を出てい くので、火事 に
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なる危険 を察知 したモー リスが跡 を付 ける と、屋 根裏部屋 に通 じる狭 い梯

子段 を上 って い く。屋 根 裏部屋 で ミュ リエル が捜 してい たの は、 ま さに

ジ ョー ジか らの手紙 であった。そ れ を ミュリエルはベ ビーベ ッ ドの中 に隠

していたの だ。 それ を取 り出 して読 む姿 を陰に隠れて見 てい るモ ー リス に

気付 い た ミュ リエ ルは、亡 き夫 ジ ョー ジの亡霊 が帰 って きた と思 い こみ、

ロウソクを捨 てて、モー リス に しが みつ く途端 、彼 女の寝巻 に火が移 って、

燃 え上が るの を消 し止 めたモ ー リスは、失神 した ミュ リエル を抱 きかか え

て、祖母 の部屋 に連 れて行 き、医者 を呼 んで、看病 を依頼す る。

翌 朝モ ー リス は屋根裏 部屋 に上 が って、 ミュ リエルが読 んでい た手 紙 を

探 し出す。そ れは ジ ョージが ミュ リエル を妻 と呼 び、帰 国 した ら父 に も承

諾 を得 て、必ず結 婚 を公 にす る とい う内容 で、 も し困 った ことが あれ ば、

シー コムの某弁 護士 に相 談す る ようにといって、その弁護士 宛て の手紙 も

同封 して あった。だが、封 が開 け られた形跡 がない。 トレヴ ァナ ー ド氏 に

尋 ね る と、 この弁護 士 は1842年12月 に旅 先 で亡 くな った こ とが判 明 し、

ミュ リエ ルが その手紙 を弁護士宛 てに送 らなか った謎が解 ける。

こう して モー リス はジ ャステ ィーナがペ ンウ ィン荘 の後継 者 としての証

拠 のすべ てを入手 した。 ロ ン ドンに戻 ったモー リス は、 ジ ャス ティーナが

エ ル グッ ドの実の娘 ではない こ とを話そ う とす るが、エ ルグ ッ ドが先 に自

分 はお前の法 的 な父親 では ない といい、娘 を驚 かせ る。 モー リス はチ ャー

チル を告訴 してペ ンウ ィンの家屋敷 を彼 か ら剥 奪 し、正 当に継承す るか ど

うか を訊 ね る と、 ジ ャス テ ィー ナは、そ の ような酷 い こ とは した くない、

ペ ンウ ィンの屋 敷 はその ま まに してお いて、ペ ンウ ィンの名前 の継 承 と、

身代 の半額 のみ を貰 えば よい とい う示 談 を提 案 し、 これをチ ャーチ ル に示

して了解 を得 てほ しい という。

こう した了解 の もと、 モー リス はや っとジ ャステ ィーナ に対 して、深 ま

りゆ くロン ドンのセン ト・ジェイムズ ・パ ーク(StJamesPark)を 散 歩 し

なが ら、 これ までわ ざ と伏 せてい た愛 の告 白をす る と、 ジ ャス テ ィーナ は

驚 いて、あ なたは私 には気 が ない のか と思 っていた といって喜 び、二 人 は

結婚 の約束 を交 わす。
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再 び ボーセル ・エ ン ドに取 って返 したモ ー リス は、 ミュ リエ ルの火傷が

大 した こ とはな くて、快 方 に向 かってい る ことを確 かめ ると、娘 に遭わせ

てや ると約 束す る。 だが、 ミュ リエル は、歳 月の感覚 がな く、赤 ん坊 の ま

まの娘 に遭 いたい とい う。 トレヴ ァナー ド氏 にも、奥方 が家名 を守 るため

に ミュリエ ル とその子 どもを犠牲 に したこ とのすべ て を話す と、氏 は妻の

狭量 な世界 が生ん だ悲劇 だ といい、打 ち明 けてお れば、 きっと ミュ リエル

とその子 を世 間か ら守 ってや ったであ ろ うと、二人 のこれ まで の不幸 を嘆

く。 だが、 ミュ リエル のため な ら、 た とえ踊 り子で あろ うと、孫 を愛す る

とい う。

モー リスは書斎 にいるチ ャーチル を訪 ね、 ミュリエル ・トレヴ ァナー ド

とジ ョージ ・ペ ンウィ ンの子 ど もジ ャス テ ィーナが館 と財 産の真 の後継者

であ り、それ を証明す る結婚証 明書 と立会 人、ジ ョー ジか ら妻宛 ての手紙 、

シー コムの弁 護士へ の依 頼状 な どの存在 について語 る。そ して 自分 はジ ャ

ステ ィーナの依頼 を受 けて、法律 に訴 えて地所 を手 に入れ るつ もりはな く、

財 産の公平 な分配 を希望 して いるので、そ れに同意 してほ しい とい う提案

をす る。 だがチ ャーチル は これ を撲 ねつけ、モ ー リス を詐欺 師 と呼 んで、

館 か ら追放す る。

モー リスが帰 った直後 、書斎 の扉が開い て、すべ てを立ち聞 きしていた

妻 のマ ッジが入 って来 る。机 に樽 る夫 を抱 きしめ なが ら、 これ を機 に地所

と財 産のすべ て を新 しい後継者 に譲 るよ うに夫 に嘆願 す る。 だが、チ ャー

チル は、罪 を犯 して まで得 た ものをすべて詐欺 師 に手渡 す ことはで きない

といい、 あ くまで も控訴 して戦 うとい う。 だが、マ ッジは今 度 だけは夫の

言 いな りにはな らず、財産 を取 るか私 を取 るか二者択一 をせ よ と迫 る。

だが、 チ ャーチ ルはす ぐさまロ ン ドンの弁護 士パ ー ガメ ン トに会 って、

訴訟 を起 こ された場合 の準備 をする ように命 じ、 どう して も勝つ ため には

「平気で悪事 をす る」("unscrupulous")よ うな連中の手 を借 りよと も指令す

る。 こうしておいて館 に取 って返す と、門番のジ プシーが高熱 で うな され、

殺 人の こ とを喚 くの を、必 死で抱 きしめて看病 して いるマ ッジの姿 を見つ

け、 二人で看取 ってや る と、朝方死 んで しま う。枕 の下 に 自分 の名前 入 り

[140] (17)



の血 の付 いたハ ンケチ を見つ けたチ ャーチルは これ を密か に暖炉 で処分 し、

殺人 の証拠 を消 して しまう。

看 病 に疲 れ果 て たマ ッジの顔 を ま じま じと見たチ ャーチル は、 は じめて

その顔が驚 くほ ど精気 がな く、やせ 衰 えているの を知 り、妻 に齎 した気 苦

労 が彼 女 を衰 弱 させ て しまった ことを知 る。それで、 チ ャーチ ルは、妻 が

そ う したい のであれ ば、すべて を放棄 す る、館 も財産 もすべ て新 しい後継

者 に譲 って、 自分 た ちはシ ドニ ーに行 って、新 たな人生 をは じめ て もよい

とい う。 これ を聞い たマ ッジは これ まで の心 の重荷が 取 れた よ うにな り、

そう してほ しい といい、 それで こそ自分の愛す る夫 だとい う。

早 速手紙 を書 い て、 チ ャーチ ルは、 ロン ドンの弁護士 には、後継者 が本

物 であ る と分 かれ ば、控訴 しない で譲 渡 の手続 きをす る ように命 じ、銀 行

には、預金の2000ポ ン ドの うち600ポ ン ドでカナ ダの公債 を買 い、400ポ

ン ドを現金 で送 り届 けるよう指示 し、 シ ドニー行 きの船の予約 をす る。マ ッ

ジは息づか いが荒 く、熱 があ る様子 なので、 チ ャーチ ルはす ぐさま医者 を

呼 びにや り手 当てをす るが、一 向に良 くならない。

一 方
、火傷 か ら回復 した ミュ リエル は、すべ ての事情が わか った家 族の

居 間に再 び姿 を現 し、弟 マーテ ィ ンや父 に看病 され る ようになる。 ロ ン ド

ンに帰 ったモー リス は、す ぐに ミュ リエル の住 まい をロ ン ドン近郊 に捜 し

て、マーテ ィ ンに姉 を連 れて来 させ 、実の娘 ジ ャステ ィーナ との再会 を果

た させ る。 だが 、大 人 になった娘 をわが子 だ といわれ て も、 ミュ リエル は

納得 しない。 ロ ン ドンの医者 は診察 のの ち、 ミュ リエ ルが正 常 な状態 に戻

る ことはないが、現在 の 「穏 やか な」("gentle")状 態 の ままでい るこ とは

で きる という。

ジ ャス テ ィーナ は、昼 間は母 の世話 を し、夜 は舞台 に立 つ とい う生 活 を

始 める。モ ー リスが訴訟 を依頼 していた弁護士 は、チ ャーチルの弁護士 か

ら地所 も財産 もすべ て後 継者 に譲 渡 し、控訴 は しない といって きた ことを

モー リス に話 すが、 ジャステ ィーナは従 兄弟 のチ ャーチ ルか ら家 も財 産 も

すべ て奪 う ようなこ とは した くない とい い、 自分 でチ ャーチル に妥協 を提

案す る手紙 を書 くという。

(18) [139]



マ ッジは二週間 に及 ぶ懸命 の看 病 に もかかわ らず 、夫 に抱 きついて、満

足 の吐息 をつ くと、死 んで しま う。 チ ャーチ ルはペ ンウ ィン家代 々の石の

廟 にで はな く、風 が吹 き海の見 える草原 の墓 地 に妻 を葬 ってや る。そ して

す ぐにお前 の もとに行 くか らと、密か に亡 き妻の墓前 で誓 う。一 方、 ジャ

ステ ィーナか ら届 いた手紙 にチ ャー チル は、地所 や財 産 はすべ て渡す が、

息子 だ けは、出来れ ば紳士 に育 ててほ しい、 そ して妹 のヴ ァイオラ と義父

サ ー ・ヌ ージェ ン ト ・ベ リンガムを息子の後見 人 に してほ しい とい う短い

返事 を書 く。

これで思 い残す こ とが な くなったチ ャーチル は、馬小 屋 に行 き、気 の荒

い愛 馬 ターバ ン(Tarpan)を 引 き出す と、拍車 の付 いた靴 を履 いて、 これ

に跨 り、草原 を駆 け抜 け ると、岬 の崖 まで行 く。夕 日の沈 んだ水平線 を見

や りなが ら、 これ まで の人生 を振 り返 り、 自分 の人生 はチ ェス の駒 を急い

で動 か した ような もので、一時 は勝 って も、 やがて はすべ て を失 うことに

なる手 を打 って しまった と思 う。 「自分が運命 を支配 する唯一の道 は、時 を

得 て、運 命 との戦 い に 自 ら終 止 符 を打 つ こ とだ 」("amanhasbutone

poweroverhisdestinypowertomakeanendofthestruggleathis

owntime."378)と い う最後 の言葉 を残 して、愛馬 ターバ ンに もうひ と駆 け

させ 、向 きを変え る と、拍 車 を蹴 り込み、断崖 めが けて一 目散 に駆 け去 っ

ていった。

翌 日崖下 に馬 と ともに砕 か れたチ ャーチ ルの死体 が発 見 され、妻 の死で

頭 の混乱 したチ ャーチ ルが、薄暗 い霧 の中で道 を誤 り転落死 した と思 われ、

マ ッジの墓 が再度 開かれ、チ ャーチル は、望 み どお り、妻 と一緒 に埋 葬 さ

れるこ とになった。

ジ ャス テ ィーナ はチ ャーチ ルの申 し出を考慮 して、息 子のヌ ージェ ン ト

か ら屋 敷 を取 り上 げる ことはせ ず、 ヴァイオ ラを乳母 としてそ のま ま置い

てや り、 自らはペ ンウィンの鉱 山か らあが る3,000ポ ン ドの年収のみ を得 る

こ とに した。 そ うして舞台 を惜 しまれなが ら去 る と、9月 のあ る朝、 ブルー

ムズベ リーの教 会で モー リス と結 婚式 を挙 げ、 ドー ヴ ァー経 由でローマへ

の旅 に上 った。 この ときに なって初 めてモ ー リス はジ ャステ ィーナの愛読
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の詩集の著者 が 自分 である こ とを明か し、 ジ ャステ ィーナの名前 をモ ノグ

ラフに して詩集 の留 め金 に した ものを、結婚指輪の代 わ りに贈 った。

結 婚後三年 を経 て、 モー リス の詩 人 と しての名声 はさ らに高 ま り、夫妻

は ミュ リエ ルが静か に暮 らす ボーセル ・エ ン ドの近 くにスイス風 シ ャレー

を建 て、夏 の別荘 に して暮 らす ようになる。 ペ ンウィ ンの館 か らは、 ヴァ

イオ ラが小 さな ヌー ジェ ン トを連れ て よ く遊 び に来 る よ うにな り、 マー

テ ィンはヴ ァイオ ラ と親 密の度 を増 して い きなが ら、地元 での農場 の改善

に力 を尽 くす ことになる。ヌー ジェ ン トの後 見人の一 人サー ・ヌージ ェン

ト ・ベ リンガム も時折 は孫 の顔 を見 にや って きた。 この頃 になる と、モー

リス ・クリ ッソル ド夫妻 は 自分 たちの子 ど も部屋 を建 て、夫妻の乳母 と子

どもた ちは館 か らや って来 るヌージ ェン トと乳母役 のヴ ァイオラ と、大の

仲良 しとなった。

こう して、結婚 した若 者、子 ども、そ して恋 人 にとって、幸せ な夏 の 日

が続 いた。青春 と愛 と深 い満足 の甘美 な季節で あった。

皿.涙 香小史詳述 『人の運』 原典 との相違 を中心 に

まず登場人物の原名および地名 とそれに対応する日本語名の一覧を挙げ、

続いて原典 との相違点を詳述する。

筆井清(筆 井家 の若殿)JamesPenwyn

栗 田廣夫(清 の友人)MauriceClissold

川 岸 弁護士(栗 田の弁護士)Dr.Hillyard

江 木 茂(旅 役者 で楓 の義父)MatthewElgood

園 田(旅 役者江木夫妻 の別名)Mr。&Mrs.Eden

江 木 楓(芸 名、花 山花 子、旅役者)(筆 井家の後継者 で、のち栗 田

夫人)JustinaElgood(JustinaPenwyn/Clissold)

筆 井 淡(清 の従兄弟で、清 の殺害者)ChurchillPenwyn

米 村 松 子(淡 夫 人 松 子)MadgeBellingham(Madge

Penwyn)
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大磯弁護士(筆 井淡 の弁護士)Mr.Pergament

筋 川 弁護士(悪 徳弁護士)Mr,McStinger

鳥 庭 夫妻Mr.&Mrs,Trevanard

鳥 庭 の老婆(祖 母)OldMrs.Trevanard

鳥 庭 柳子(長 女)MurielTrevanard(MurielPenwyn)

筆 井 深(筆 井 家 の 長 男 で清 や 淡 の叔 父)CaptainGeorge

Penwyn

漣 夫 人(シ ー コム の音 楽学 校 の校長 、別名小 田夫人)Miss

Barlow(Seacombの 女 学校の校長、別名MadameBalo)

筆 井 家家番麻村夫人gypsyRebecca

捨 吉(家 番 の息子)RebeccぼssonPaul

エ ボ ルシャムEborsham(Yorkの 古 名 と思われる)

コ ルニシ地方Cornwall

シ ー コム(シ イコム)Seacomb

〈初篇〉

エボルシャムの

郊外、二人の若い

紳士筆井清 と栗田

廣夫が、旅の役者

江木茂 と娘楓に出

会って、そろって

エボルシャムの町

に まで徒歩 で帰

り、その途中で清

が女占師の老婆に

手 相 を見 て も ら

い、短命の相があるといわれる。

その夜、楓の出る芝居 を見に清と栗田が出かけ、清は江木父娘 と座主夫
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婦を夕食に自分の泊まっている旅籠 に招待 し、楓 とは夕食ののち庭で夜 中

まで話をし、一行を清が彼 らの投宿先に送って行 って旅籠に帰ってくると、

清があまりにも楓 に馴れ馴れ しくするのを栗田がとがめだて したことで口

喧嘩となる。翌朝、清が江木父娘 と座主夫婦を仕立てた馬車で競馬場 に連

れて行 くのに、栗田は釣 りに行 くと書置きして、同行 しない。

競馬場での楽 しい昼間を過ごした時にも、昨夕出会った女占いが再び近

づいてきたので、清は金 を与える。夜は楓 の芝居に出向き、芝居の跳ねた

後は、江木茂 と座主夫婦 と一緒に夕食 をとる前 に、出会ってまだ二 日しか

経たないけれど、清は楓の中に自分の理想の女性像を見出 し、結婚 を申し

込んで、コーンウォールの筆井郷の後継者である自分の妻にすると約束す

る。そうして一同夕食ののち、清は一人泊っている旅籠に帰るのを楓が見

送るが、その時清の後をつけているような不審な男の姿を、楓 は目撃する。

翌朝芝居の稽古 をしていると、そこに江木茂が筆井清が昨夜殺 されたと

いう報せを持って くる。楓は清 との婚約を父にも話 していないので、一人

清の死を思い涙にくれる。

一方、筆井清の従兄弟に筆井淡 という男があって、貧乏弁護士だが、彼

にはロン ドン郊外 に住む貧乏貴族の娘米村松子という恋人があ り、彼女と

結婚 したい と思うが、貧 しさゆえこれが受け入れられない。そうしたとこ

ろに清が殺されたので、突如 コーンウォールの筆井家の身代、年収6,000ポ

ンド(数 百万円)の 後継者 となり、貧 しさから脱却で き、愛する松子 とも

結婚できることになる。

この辺 りまでは、話の前後入れ替えはあるが、大体原典の筋の展開に

従っている。だが、筆井清が殺された後か ら、訳者が原典にはない創作部

分の挿入や、筋の展開を始める。

*例 えば、(訳 第17回)で は、栗田が清殺人の容疑者 として裁判で取 り

調べを受け、「証拠不十分」で釈放された帰 り道で、ある男がぶつかってき

て、懐に紙切れを入れてい くという事件がある。だが、これは原典にはな

く、訳ではその書付 に記 してある場所 に行ってみると、乞食のような男が

姿を現 し、清殺害の血の付いた犯人の名前を刺繍したハ ンケチを証拠の品
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として取引に応 じるように要求 して くる。だが、この男は自身ハ ンケチを

持参 していないので、栗田がその男を捕 まえて警察に連行 しようとすると、

男は逃げ去ってしまうという一幕が挿入されている。

この男は実際に殺人現場 を見た女占いの実の息子だが、原典では女占い

が殺人者の筆井淡自身に接触を試みて、談判の末、筆井家の門番に雇われ

るということになるのを、訳者はその息子を登場させ、栗田にハ ンケチを

売 りつけようとして失敗 させている。この時栗田は、この男か ら自ら目撃

したわけではないが、殺人の経緯を聞かされて、淡への疑念を抱 くように

なる。

*そ れから一年経て、栗田は亡 き友人清の実家筆井郷の筆井家を訪ねて

みたいと思い、旅に出るが、原典ではこの館を栗田が訪れるのは初めてで

あるが、訳では清の生前に何度 も訪れたことがあると変更されていて、今

度新たな後継者となった筆井淡の手でずいぶんと都会風に改装された様子

を目にすることになっている(第21回)。 ここでも訳本では、筆井家の門

番は70歳 位の老人となっていて、門番とは別に家番 というのがいて、これ

が清の女占いで、殺人の現場 を目撃 した老婆 というような変更が加えられ

ている。原典では、館の入 り口の門番小屋に住んでいるむさくるしいジプ

シー女(原 典のママ)こ そが門番で、家番 というのは、筆井家に代々仕え

ている家政婦 となっている。なぜこのような変更を役者が加えたのかは不

明。むしろ原典の方が 自然に思える。

*つ づいて、栗田が筆井郷での宿泊場所 として、かつて筆井家の家扶を

していた大農場の鳥庭家 にまで案内 して もらうのが、原典では門番の女ジ

プシー(原 典のママ)の 孫娘であるが、訳本ではこの孫娘は終わりまで登

場することはな く、門番にされている老人である。また原典では鳥庭家に

は一人息子のマーティン(Martin)が いて、栗田(Maurice)を 案内する役

を務め、親友になるが、 このマーティンに相当する息子は、訳述ではすで

に七歳の時に亡 くなったことされて、物語の後半で少 し言及されるのみで

ある。

鳥庭家の二階に泊められた栗田の寝室に夜半に幽霊のような女が現われ、
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窓を開けて月夜

に向かい、咽び

泣 きなが ら、恋

人の帰 りを待つ

場面は、原典通

りであり、これ

が色刷 りの挿絵

を付されて、初

篇の口絵を飾っ

て い る(第23

回)。 これが鳥

聾

(天理図書館所蔵涙香小史言睾述 「人の運』初篇口絵)

庭柳子 という40歳 位の幽霊 の正体 で、長男で後継者であった筆井深 と

秘かな結婚式を挙げて、子 どもを産むが、母親が家名の誇 りを守るために、

その子どもを旅の途中で立ち寄った若い夫婦に託 し、金 も与 えて立ち去 ら

せた結果、発狂することになる哀れな女性である。こうした設定は訳本 も

原典を踏襲 している。詳 しくは、原典の梗概を参照されたい。

*ロ ン ドンの劇場で、楓が花山花子 と名乗って登場する場面では、原典

と違って訳本では、花山花子とい う名もさることなが ら、栗田の詩集 を劇

にした ものを花子に演 じさせている。その詩集の内容 も、原典にはない、

ミュリエル(Muriel)を 題材にした 「狂婦人」(翻 案のママ)で 、この狂婦

人、つまり実の母柳子を、それと知 らずに娘楓が熱演するという仕掛けに

なっている。 この芝居を見た栗田は、二人の類似 に驚 き、その結果その類

似の謎を解 くべ く奔走することになる。

*ダ イヤモ ンドネック レス盗難の裁判の後、館に帰 るとき、原典では

チ ャーチルは妻マッジと一緒に馬車で帰るが、訳では淡は馬車の後につい

て自分の馬に乗 って帰る。些細な相違のように見えて、これは作者の見解

の相違を表明している。原典では、夫が殺人者であるという事実を知 った

マッジは、ショックに打ちひ しがれているので、夫を自分のそばにとどめ

置 きたいがため、一緒 に馬車で帰 って くれと嘆願する。夫 も妻の衝撃 を
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知って、これを宥めるべ く、妻に寄 り添う。ここに原典における夫婦間の

深い愛情が示唆されている。一方、訳本では、そのような人間的な深い感

情は取捨されて、訳者の筆 は、まさに殺人や謎解 きという推理の方に急激

に傾斜 していき、深い文学性を失っていく(第36回)。

*盗 難裁判の時、「血の付いたハンケチ」まで、家番が松子に見せた(第

37回)と いうのは、原典にはない。

*花 山花子が幽霊夫人を演 じていると江木茂 に言われるまで、栗田はそ

れに気づかない とい う部分は、原典にはない し、そもそも原典でジャス

ティーナが演 じているのが幽霊夫人だ とい う説明は どこにもない(第38

回)。

*ま た、栗田が幽霊夫人柳子 とそれを演 じる花子があまりにも似ている

点 を心にとめ、これを不思議に思い、謎を深めるというのは、やがて母 と

娘の結びつ きへの重大な展開の結節点 として重要だが、これは原典にはな

い。 また訳者が両者の似かよりに、柳子と楓の人生の類似 を仕組んでいる

柳子は夫を死なせ、楓 も約束の夫 を死なせている 点は工夫が利い

ている(第40回)。 さらに、鳥庭家で見た 「楓女の像」(曾 祖母の肖像画)

との繋が りについて栗田に考える契機を提供 している。

*原 典ではモー リスが教会に行 き、楓の出生 を洗礼名簿に見るが、栗田

はシーコムの役所に行 き、これを尋ねている(第41回)「 旅役者江木

茂 其妻安子」とあるが、出生の女児は 「芳子」とあり、楓ではないこと

に気付 く。このあと栗田は寺に行って命名帳 を検めるが、芳子の出生の記

録はなく、逆に死亡が記録 されているとい う原点への変更が加えられてい

る(第42回)。

*鳥 庭家の柳子の弟は、訳本の中では小 さなころに亡 くなったものとし

て処理 され、原典の ように栗田を案内する役割 とはなっていない(第45

回)。

*柳 子は自らこれか ら生まれて くる子を密かに他国へやって くれと母に

嘆願するが(第47回)、 原典では母が無理や り家の名誉を守るため生まれ

た赤子を旅人にやってしまう。訳本では、この旅人の名は園田と名乗 った
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と鳥庭夫人は話す(第48回)。

*鳥 庭夫人が栗田に語る柳子の赤ん坊を旅の夫婦に託 した一件は、原典

の通 り。訳本 『人の運』初篇(第50回)は 、この鳥庭夫人が柳子の赤ん坊

を旅の夫婦に託 して旅立たせたところまでで、次の柳子の隠 している夫筆

井深のアメリカ(原 典ではカナダ)で の死の計報については、後篇で述べ

られる。

〈後篇〉

*鳥 庭夫人の柳子 をめ ぐる告白は筆井深の死の話 をもって終わる(第51

回)。

*鳥 庭夫人が臨終の際に栗田に 「聖書 を 此家に傳はる聖書を 與

へ 」 というのは、原典通 り(第53回)。

*家 伝の聖書の中に挟 まれていた紙片に、詩二、三篇を柳子が写 したも

のがある。筆井深の所有 していた詩集の中には、バイロン詩集への柳子の

書 き込みがあること(第54回)、 また書斎の絵画の中で、深の肖像画が柳

子の顔にそっ くりであることへの言及(第55回)、 これ らは原典に忠実に

従っている。

*シ ーコムで理髪店の主人か ら昔の演劇 と役者江木(園 田)茂 のことに

ついて、鳥庭夫人が語ったのと同様のことを栗田は聞く。 またロンドンに

帰って栗田が江木老人に事の次第 を伝 え、老人から楓が貰い児 となったこ

とへの承認 を得、楓 と結婚 して もよいという承諾 を得 るのは、原典通 り

(第56～59回)。

*音 楽教師漣夫人(MissBarlow)が 名を変えて、小 田夫人(Madame

Balo)と なっていることを突 き止めるのは、原典では栗田であるが、訳本

では江木茂である。

*小 田夫人の もとへ行 き、柳子が深 とヂ ドム ゥス(Didmouth)の 寺で密

かに結婚式を挙げたのに立ち会ったのは漣夫人と牧師であったことを確か

めた栗田は、その婚姻の登記簿の写 しを取 り、江木老人 とも相談のうえ、

筆井淡に屋敷 を抵当にして、楓に百万 円を用意させ、屋敷の権利は残 して
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おいてやるという示談 を考える。そしてその交渉に栗田が淡の もとに出か

けてい くという筋書 きは、ほぼ原典の通 りである(第62～64回)。 また栗

田が示談のため淡を尋ねて面会する書斎や、その時の淡の驚いた表情 など

は、原典そのものをよく写 している(第64回)。 さらに栗田の持ち来った

仲裁 を詐欺だといって全 く認めず、追い返す淡との面談の場面、その場面

の二人のや り取 りを ドアの陰で聞いて しまう松子夫人の存在 も、原典に忠

実である(第65～66回)。

*松 子夫人は栗田の話 を立ち聞きしていて、栗田が帰るとす ぐ夫の書斎

に入 ってきて、これを機に家屋敷財産をすべて正当な相続人に譲って、罪

の償いをすべ きだ といい、夫が どうあって も家屋敷財産 を手放さないとい

うと、では家屋敷か私かいずれかを選べ と決然 として二者択一を迫る場面

(第67～68回)も 原典を忠実に写し取 っている。

*妻 松子の留めるの も聞かずに、ロンドンの大磯弁護士の もとに行 き、

訴訟 を受けて立つ用意をするよう申し付け、悪代言人の筋川(ス チ ンゲル)

を使 って、何を してでも勝訴に持ち込むよう命 じる。だが、大磯弁護士か

ら、そのような悪徳代言人を仲間に入れるなら自分は降 りるといわれ、淡

は表面上はこれを承諾する ここまでは原典通 り だが、裏では密か

に筋川に連絡 を付けて、賄賂 を用い、何 をしてでも勝訴に持ち込 もうとし

て、筋川の事務所 を訪ねる。先客があ り、筋川 とある証拠 をネタにある大
ゆ す

金持ちを強請る算段をしている最中であった(第69～71回)。 この後の方

は、まったく原典にはな く、この辺 りか ら物語の最後 まで、訳者の全 くの

創作が展開される。その発端が、この悪徳代言人筋川 との関わりである。

*栗 田は家代 々の川岸弁護士に訴訟の依頼のため、一部始終を話 し証拠

となるものを示すが、川岸弁護士は、筋道の正 しい訴訟ではあるが、弱点

が多 くあるので、法律上は勝てないとい う。その理由は、確かに柳子と深

の結婚 したことは明 らかだが、柳子の産んだ子が深 との間の子であるとい

う証拠がない。さらにそれを証拠立てる鳥庭夫人 も死んでいるし、祖母は

老齢のため証人としては不十分だ し、父親は娘が子を産んだことも、人に

やったことも知 らされていないのだか ら、承認人はならない等々(第73
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回)。 これらはほぼ原典に忠実である。中で も柳子 と深の問に交わされたで

あろう手紙の存在が、これらの決定的な証拠 となるが、それは後程発見さ

れることになる。

*悪 徳代言人筋川を是が非で も淡は私的弁護人として雇 うことを約束す

る(第74回)が 、これは原典にはない し、その事務所に筋川 を尋ねてきて

いる客(後 でジプシーの若者 と判明)が 、気になる話をしているのを、淡

が立ち聞きする場面 も原典にはない。

*妻 松子から電報を受け取った淡が急遽館に帰ると、シーコムの駅 に迎

えに来ている御者が、家番の麻村夫人が死の床にあって松子夫人が看病 し
うわごと

ていることを告げる。家番の女が熱病のため、講言で、淡が清を殺 した経

緯を喚き散 らしているその言葉を訳者は書 き留めているが、原典では、確

かに講言でそうしたことを言うとマッジ夫人は夫に告げるが、具体的にそ

の言葉は書かれてはいない。また殺人の証拠 となる血の付いたハ ンケチは、

淡が病人の枕の下か ら発見 し、これを焼却するが、訳本ではこれを淡がい

くら探 しても見つからない ということにしている(第75回)。 それはこの

占い女の息子が、悪徳弁護士筋川のもとに殺人の証拠 として持って行って、

淡から大金をせ しめようとしているからである。

*訳 本(第76回)で は、栗田が訴訟を断念せざるを得ないことを江木茂

に伝えると、江木は事情の一切を娘の楓 に話 し、自分が本当の父親ではな

いことを告げる。栗田は楓 を失望 させたことを哀れに思い、また楓の相続

を当てにしたものではないことも言い添えて、楓 に愛ゆえに純粋に結婚 を

申し込む セン ト・ジェイムズ公園の場面 は、原典通 りではない。

原典では、訴訟の断念はな く、またエルグッ ドがこれに失望する場面 もな

い。モーリスのジャスティーナへの結婚の申し込みは、既にジャスティー

ナには相続の成 り行 きを話 し、エルグッドにも実の父親ではない旨を話 さ

せ、 また相続のための訴訟はしないで、示談にしてほ しい とい う言質 も

取ったうえでの、申し込み というのが原典である。

*訳 本(第78回)で は、栗田はさらなる証拠を入手するために、シーコ

ムの駅か ら再び鳥庭柳子の もとに行 く途中、筆井家の門前 を通ると、家番
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の二階の窓から家番の老婆が突然顔 を出したのを淡が引っ込め、窓を閉め

る場面を目撃する。だが、原典では、シーコムの駅か ら徒歩で筆井家 に行

くには大変な距離があ り、鳥庭家はシーコムと筆井家の中間にあるので、

シーコムの駅から筆井家 を経由して鳥庭家に至るのは道順が違 う。また原

典では、家番 の女を怪 しい とモーリス(栗 田)は 最初 に出会 った時に も

思ってはいたが、訳本では、この夜窓から出した顔とさらにその首に巻い

たハンケチからして、栗田は二年前エボルシャムの町で筆井清の占いをし

た女だということを思い出す。そしてこの女がなぜ淡の邸に雇われている

かを推察 して、この女の息子が栗田にハンケチの証拠を売ろうとしたこと

に思い当たる。それで殺人の現場 を見たのは、 この女だったのだと悟 り、

それゆえ、淡は証拠の女 を館 に囲うことで、秘密保持をしようとしている

のだと推察する。

だが原典では、モーリス(栗 田)は この家番の女が清の手相を見たジプ

シーであることには気づいていて、なぜその女がここにいるのか不思議に

思 うが、この女が殺人の現場を見て、証拠のハ ンケチを保持 しているな ど

ということは知 らない。

*極 悪人代言人筋川の事務所を再び訪れた際、淡は家番の女の息子捨吉

が出て来るのに出 くわし、なぜ捨吉がここにきているのかを不思議に思う

(第80回)。 原典ではこのような場面はない し、捨吉が筋川弁護士と証拠の

ハ ンケチを巡る取引をやっているというような筋はない。ここから派生す

る話の展開は、まったく原典 とは無関係である。以下、訳者涙香の独創的

展開を見ておこう。

筋川弁護士は、淡が捨吉 を知っていることをネタに鎌 をかけて、証拠の

ハ ンケチを持っているといい、淡の財産の半分 を呉れるなら弁護を引き受

けてやると、悪の本性 を顕わし、淡を追い詰めるが(第82回)、 原典には

このような筋書きはない。筋川弁護士は、このままではあなたは全財産を

馬骨嬢(楓)に 奪われるから、私 と協力 してこれを守 り、それを私 と山分

けしようという。それに血の付いたハンケチを添えて。淡がこの山分けの

話 を断ると、筋川は、ではあなたを殺人罪で告訴するから、他国に出奔 し
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た方がよろしいと脅す(第84回)。

淡は血の付いたハ ンケチー枚で殺人の証拠にはならないと反論すると、

筋川は、このハ ンケチは捨吉がかつて栗田に売買を持ちかけたことのある

代物で、捨吉の母がそのハンケチの由来を書いてハンケチ共々捨吉に持た

せてあること、また捨吉が筆井の館 に侵入 したとき、老婆の頼みで、彼 を

無罪にしたこと等々を言いたてる。そしてハンケチは十分の証拠になるし、

さらには自分は栗田の側の原告 となって正直に告訴 し、淡の財産をすべて

勝ち取 り、その一部を後継者か ら報酬 に貰 うつもりだともいう。こうして

淡 と筋川は喧嘩別れをする(第85～86回)。

だが、筋川は必ず淡が再び戻ってきて、降参するか ら山分け したいとい

うに違いないと思い待っている。すると淡が再び姿を見せ、今度は降参は

するが、こちらの条件を飲 まない と自分は家屋敷を後継者 に譲 り、銀行か

ら30万 ドル引き出してきた金を持ってオース トラリア(豪 州)へ 行 くこと

にしたとい う。そうなれば筋川には一文 も入 らないことになるが、それが

嫌なら手元に3万 ドルあるのを手付 として、成功 したら残 りの27万 ドルを

与えると約束 し、それを条件 に、勝訴するよう手を尽 くせ と筋川 に迫る。

この話を、いったん帰 りかけた捨吉が、窓の下で聞いている(第87～90

回)。 こうして淡と筋川は、勝訴に向けて結託し、悪事の手順を練る。

さて、芝居の出番 を終えた楓 を馬丁 らしき男が呼び止めて、栗田がス

テーシ ョンで大けがをしたので、死ぬ前に楓の顔 を見たいという走 り書 き

を渡 し、驚 く楓 を待たせてある箱馬車に押 し込む と、一 目散 に走 り去る。

いくら待ってもステーシ ョンに着かないので、やっと変だと気付 き、大声

で叫んで馬車 を止めさせ ようとするが、外からしっか りと戸 を閉じられて

いて、馬車は人気のない場所を疾走 し続ける。楓 は、これは筆井淡の仕業

だと感づき、自分を凌って亡 き者にしようとしていることを悟る(第91～

92回)。

ようや く馬車が止まると、楓は男二人に猿轡 をされ、手を縛 られ、目隠

しをされると、しばらく歩かされ、そして突然担ぎ上げられて、船に乗せ

られたことに気付 く。楓を水 に沈めることに及び腰の淡は、あとをすべて
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栗田はこの男に、「隈高さん」 と呼びかける。淡の屋敷に駆けつける前に、

ひとまず栗田は、江木茂のもとに馬車を走 らせ、楓の安否 を尋ねるが、江

木はもう楓は死んだもの と思い泣 くばかり。そこで芝居の座主に尋ねると、

これも同様にもう死んだもの と思い、楓 の代役 を探す方に傾いている。そ

こに掃除夫が拾 ったといって紙片 を持 ってくるのを見ると、淡の書いた楓

誘拐の手紙であった。これで淡が楓を誘拐 し、殺そうとしたことが判明し、

栗田は再び馬車に乗 り込むと、筆井淡の屋敷に向かう(第99～100回)。

原典では、ずっと前に栗田が鳥庭家の息子(訳 では死亡 したとされてい

る)に 語った昔の恋人に裏切 られた話が、訳の第101回 に言及され、その

中に原典にはない悪徳弁護士筋川が、隈高 という名前で登場 し、栗田がか

つての恋人に裏切 られる場面を見ていて、金を出せば誘拐 してや るとか、

また裏切った女が別の男 と結婚するのを知って、栗田が女から貰った恋文

をネタに、女の父親を強請 り、口止め料 として大金をせ しめようとしたこ

とが述べ られる。あの隈高が、今筆井淡の屋敷の門口に出てきた筋川となっ

て物語に挿入 されているが、勿論 この隈高 といい、筋川 という悪徳弁護士

がこうして物語の主筋に大 きく関与 し、楓 を誘惑した り、殺そうとしたり、

淡を脅 して、手を組むことをやってのけることは、原典にはない。

栗田は筋川(隈 高)が 筆井淡に雇われ、楓殺 しに関わっていると見て、

偽手紙の呼び出 しのことを言って、筋川 に迫るが、筋川は知らぬ と囎 き、

淡に尋ねるが よいというので、筋川 を手放 してしまう。だが屋敷には張本

人の淡はいな く、栗田は筋川を取 り逃がして しまう(第102回)。 そこで栗

田は川岸弁護士のところに行 き、一切の事情を打ち明け、筋川が淡 と組 ん

で楓 を亡 き者にしようとしていることを説明する 筆井深か ら楓に宛て

た手紙を入手 したこと、筆井家の門番の老婆が清の手相占いであったのを

淡が清殺人の証拠を握 られているので、 自分の館 に雇 っていたことなど。

これを聞いた岸川弁護士はす ぐさま淡の弁護人大磯 と会って、なぜ淡が悪

人の筋川などを雇ったかと尋ね、裁判長にも会 ってすべてを語 り、証拠 を

見せて訴訟の準備をし、警察にも淡 と筋川の不審な行動を見張 らせたいと

いう(第103回)。 原典にはこのような展開はない。
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川岸弁護士は栗田に約束 したことを実行する。大磯弁護士に会って淡が

筋川 を雇ったことを知 り、裁判長(検 事長)に 会って、一切の事情 を説明

し、淡と筋川に探偵を付けて くれというと、検事長は楓の失踪容疑の参考

人 として淡の出頭を命 じ、予審官に取 り調べ をさせる。だが淡は筋川を一

時は雇ったが、すでに解雇 した、後継者が正当な者であれば、家屋敷を譲

るつもりだといい、金銭 を銀行よ り引き出した りしていないなど、平然 と

審問をす り抜ける(第104回)。 勿論このような展開は、原典にはない。

淡の取 り調べをした予審官から、取 り調べの中身を聞いた検事長は、淡

の返答があまりにも善人過ぎて、前 もって筋川 と示 し合わせて、答 を用意

していたと疑い、淡 と筋川 に探偵を付 けようということになる。川岸弁護

士はこれで納得する(第105回)。

淡は妻が熱病を家番か ら移 されて寝込んだと知 り、筆井郷へ戻る。他方、

筋川の事務所 を見張っていた探偵がそこに出入 りしている捨吉を逮捕 して、

裁判官が取 り調べ、淡の名前の入った血の付いたハ ンケチを見つけるが、

これのみを以て淡による清殺害の証拠 とは断定できない といわれたことを、

川岸弁護士は栗田に語る(第106回)。 原典にはこのような展開もない。

血の付いた名前の入ったハ ンケチが もとで、淡と筋川は二人 とも逮捕さ
おやゆび

れる。それはハンケチに付着 していた血の付いた 栂 の指紋を写真に撮 り、
おやゆび

捨吉の 栂 の指紋を撮 り、それを幻燈機を使って白い壁に大写 しにして比

べ、相違 していることから、ハンケチの指紋について、予審官に訊問され

た捨吉はすべてを白状 した。それで淡が逮捕 され、淡自身の栂の指紋が撮

られ、これ も大写 しにされて、ハ ンケチの血の指紋 と同一と判定 さる。さ

らに筋川に頼 まれて捨吉が楓殺 しを実行 したことを白状 したので、淡は逃

れる術 もな くなるという、英 国全土で前代未聞の裁判 となった(第107

回)。勿論原典にはこのような裁判はない。

予審の成 り行 きを待っている栗田の ところへ川岸弁護士が来て、淡がす

べて罪を白状 したこと、そ して筋川は事務所 を捜索されて、淡の財産の半

分 を受け取る約定を発見されるが、淡が約定 を違えた場合のため、楓 を殺

さずに、町はずれの隠れ家 に隠してあると白状 したので、既に楓を救出 し
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て裁判所に連れてきていることを話す。

この後楓の訴訟により、筆井家の身代はすべて楓のものとなり、筆井淡

は獄 中にて病死、筋川は終身刑 とな り、捨吉は十年の苦役を宣告 される。

淡の二歳の息子 に楓は生涯困 らぬだけの財産を与え、乳母に育てさせ、鳥

庭家の実母柳子 を迎えて、自ら介抱するに、柳子ほぼ正常に復するまでに

なる。江木老人は筆井家の隠居に収 まる。栗田は楓と結婚 し、蜜月の旅に

上がる列車の中で、楓が愛読 していた詩集の作者が自分であることを白状

し、楓を驚かせる。

二人は一年間大陸を旅 し、ロンドンに帰って くると、女優花 山花子の評

判は消え去っていて、筆井夫人の帰朝 として諸新聞は書 き立て、またこれ

まで友人清が殺 されたことでその容疑者として栗田を無視 して きた文學倶

楽部は、栗田が次に出版 した小説 『人の運』の好評によって処女作の詩集

の作者 も栗田と知 り、栗田を歓迎するようになる。訳者はこれ らを 「人の
げ

運」 と呼んで、それは 「實に測 り難 き者なるかな」と結んでいる(第108、

最終回)。

この結末で、楓が実母柳子を一時世話する点、栗田が詩の実作者である

ことを妻楓に告 白し驚かせる点は、原典通 りであるが、淡の牢獄での病死

や、筋川の終身刑、捨吉の十年の苦役などは、訳者の創作である。

結 語

以上、原典 『不思議な世界』 に照 らして言睾述 『人の運』の原典 との相違

を詳 しく指摘 してきた。このことから、次のようなことが明らかとなった。

それは、端的に言うと、涙香が原典に基づ きながらも、それに相当手 を加

え、ある場面は端折 り、ある場面は原典を敷街 し、さらには原典にないも

のを次々と創作 し、筋の展開をより複雑 にして、話をより劇的にしようと

した。その結果言睾述は原典に忠実なものではな くて、涙香の他の言睾述 に多

く見 られるように、翻案、あるいはある部分、特 に後篇の71回 から最後の

108回 の部分などは、ほぼ涙香の独創的創作と呼ぶに相応 しいものに大変身
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を遂 げている とい うこ とである。

さて この繹 述 の評価 で あ るが、 まずエ リザベ ス ・ブ ラ ッ ドンの原 典A

S磁 κg6防7Z4を 文 字通 り 『不思議 な世界』 と訳 さず に 『人の運』 と訳 した

こ とは、極 めて適切 であ ると評価 したい。原 典の本文 中で作者 は、人間の

住 む世界 は不 思議 な人 間関係 の糸の錯綜 か ら成 り立 つ もので あ り、その世

界 を支配 してい るの は まさに"Destiny"(運 命)で ある といい、唯一 人間が

その運命 に抗 うこ とが で きるのは、 自らの力 で、それ に終 止符 を打 つ こ と

であ ると結論 してい るが、その よ うな運命 に翻 弄 される人生の一勧 を描い

たのが、 この小説 である。 まさに 『人 の運』 とは言い得 て妙であ る。

この言睾述 は原典 に忠 実 な翻訳 では な く、 む しろ翻案 、あ るい は創作 と呼

ぶ に相 応 しい と述べ たが、そ う した点か らみ ると、涙香 が用 いてい る 「言睾

述 」 とい う言 い方 は適切 で はない。で はこれ を原典 と比 較 して、翻 案 と し

て評価 で きるか とい う点であ るが、涙香の探偵小 説家 としての力量 は遺憾

な く発揮 され、その方面 では魅力 的な作品 に仕 上が ってい るとい うことは

で きる。 だが、率 直 に言 って、 これは原典 を超 え うる ものに なってい る と

は言 い難 い。

原典 は19世 紀 中葉か ら登 場 し、一世 を風 靡 したSensationNovel(煽 情

小説)を 代 表す る小説 の一つ であ り、作 者ブ ラッ ドンの他 の作 品、例 えば、

五α4y.4忽 勿'∫S607訂 や.4躍o解F勿4に 見 られる ように、 ヴィク トリア朝

の固定 した価値 観や風習 階級制 度、家父長社 会等 々 に衝撃 を与 え、

新 しい ものの見方や生 き方 を見 出そ う とす るテーマ を扱 ってお り、その 中

には必ず殺 人事件が起 こ り、 これを巡 って ある人物が その謎 を解 こ うとす

る過程 が描 かれてい る。 『オー ドリー夫人 の秘密』 では、弁 護士の ロバー ト

(Robert)が 、 『不 思議 な世界』 で は、 これ まで見 た よ うに、文学者 のモー

リス(Maurice)が この役 を演 じている。そ う した意味 では、『不思 議な世

界』 はある種 の探偵小説 で もある。

だが、 ブラ ッ ドンはそれ を、 いわゆ る 「探偵小 説」 として書 いたわけで

は ない。彼 女 はそ れ を 「煽情小 説 」 とい うこ とは意 識 しなが らも、普 通、

小説(Novel)と 呼 び ならわ され てい る純文学作 品の範疇の もの と して書い
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た。 したがって、この作品は、殺人事件 をきっかけにその謎の解明 もなさ

れ、犯人の特定化 も行われるが、探偵小説のように、あくまで も犯人の特

定化 と検挙、法廷での尋問、それに続 く判決を以て終始する事件解決 もの

ではない。それが主筋ではなく、作者はそれよりも、人間としての値打 ち

が どこにあるのかを小説の眼 目としている。

例えば、謎の解明を進めるモーリスは、あくまでも恋人ジャスティーナ

の和解案を承認 し、友人ジェイムズの殺人者であることが判明 している

チャーチルを殺人犯 として告訴することはないし、ペンウィン夫人マッジ

のような誠実な女性は、あ くまで も夫に寄 り添 って、夫の犯 した罪 を神 に

'戯悔 しなが ら、夫に代わって死んでい く。そ してそのような妻の愛 と献身

に心打たれた夫チャーチル も、す ぐに妻の後 を追って自殺 して、己の 「運

命」に終止符 を打つ。ここにはあ くまでも良心の葛藤がテーマ として追及

されている。

こうした、いわば道徳劇 に対 して、探偵小説は、もちろんそれには人情

も絡んではいるし、道徳的側面 もあるが 否、道徳に照 らして悪 を裁 く

のが探偵小説ではないかという言い分もあろう だがそれは、涙香が仕

組んだように、筆井淡が悪徳弁護士筋川と結託 し、あ くまでも己の欲望を

貫 くために、正統 な後継者の楓を誘拐 し、果ては川に沈めようとするまで

になると、 これは もう小説(Novel)と い う範疇 を逸脱 して、探偵小説

(DetectiveStory)と なる。そうして、その探偵小説の範疇で、犯人の逮捕

劇があ り、裁判での証拠の検証 と犯罪の立証があ り、最後には罪の裁 きが

行われるという段取 りになる。この間の筆井淡の良心の葛藤劇の ようなも

のは、いささかも問題視されてはいないのが、この翻案小説の特徴である。

誤解のないように付け加えるが、涙香がここにいう小説(Novel)と 探偵

小説(DetectiveStory)の 区分を知 らなかったわけではない。む しろ明治

中期に迫遙の 『小説神髄』 を基にして、小説 といえば、迫遙の定義す るよ

うな純文学 もので しかないかの ような風潮が支配的であるのに対 し、探偵

小説のようなジャンルの作品 も西欧では流行 していることを江湖に知 らし

めんがために、敢 えて探偵小説を書 き、流布 させようとした旨を涙香は、
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「探偵謳 に就いて」(『萬朝報』、明265.11)に 掲 載 している(6)。また涙香 は犯

罪 をテ ーマ とす る犯罪小 説 には三種類 ある と して、探偵 談(デ テクチ ヴ ・

ス トー リー)、 疑獄謳(ク リ ミナル ・ロマ ンス)、 感動小 説(セ ンセエ シ ョ

ナル ・ノベ ル)の 区分 につい て も述 べてお り、小 説 と探偵小 説 の区分 は よ

く心 得 ていた。涙香研究 の第一人者伊 藤秀雄 は こう した涙香 を称 して 「探

の
偵小説非文学論者」 と呼んでいるほどだ 。

さらに涙香は、『人の運』の次号か らの翻訳広告 を、『萬朝報』に連載 し

ていた小説 『嬢一代』の大尾に出して、「人の運ハ探偵小説にも非ず冒険小

説にも非ず一種の人情的凄動小説 とも云ふ可 く浮世の様々を写 したる者に

して如何ほど清き家庭にて読給ふ とも障 り無 きこと受合なれば弥益の御愛
く　　

読あらんことを請ふ」と述べてお り 、ここにはこの翻訳は探偵小説ではな

いことを明言 している。だが、実際の言睾述 『人の運』は、この予告を裏切っ

て、探偵小説になって しまっている。「ノベル」 と 「デテクチヴ ・ス トー

リー」の区分を承知 しなが ら、涙香は原作者ブラッドンのセ ンセーション・

ノベル(涙 香流 に言 うと 「人情的凄動小説」)を なぜか探偵談(デ テクチ

ヴ ・ス トーリー)と 疑獄潭(ク リミナル ・ロマ ンス)に 変貌させてしまっ

た。

このようなわけで、探偵小説の元祖 としての涙香 を高 く評価すると同時

に、『人の運』に関する限り、本来の小説としての広い領域 をある方向に狭

めて しまったことは、如何 に明治期の法制度批判および読者への啓発 を意

図 したものであるとい う明治文学の御意見番柳 田泉の弁護があるとはい
あ 　

え 、問題点 として指摘 されねばないだろ う。

付記:『 人の運』の挿絵の本論文への掲載については、原本所蔵の天理図書

館の許可 を得たものである。また、本論文では、「ジプシー」や 「狂

婦人」など、時代性に鑑み、一部原典や翻案の表現 をそのまま用い

たことも、断ってお く。

[120] (37)



註

1.伊 藤 秀 雄 『黒 岩涙 香 その小 説 の すべ て』(桃 源社 、 昭和46年)、210頁 、 『黒 岩 涙香

探偵小 説 の元 祖』(三 一書 房 、1988)、428頁 。

2.小 森 健 太郎 「英 文学 の 地下 水脈 古 典 ミス テ リ研 究～黒 岩 涙香 翻 案原 典 か らク ィー ン

まで 』(南 雲 堂 、2009)、115頁 。

3.例 えば、 三木 愛花 の漢 文小 説 『情天 比翼縁 』 は、新 日本古 典文 学大 系(明 治 篇)『 漢 文小

説』(岩 波書 店 、2005)に 収録 され てお り、 読み 下 し文 に書 き直 され てい るの で、一 般読

者 も馴染 む こ とが で きる。

4.前 掲 書 伊 藤 秀雄 『黒 岩涙香 探偵 小 説の 元祖』 を参照 の こ と。

5.高 橋 康 雄 『物 語 ・萬 朝 報 黒 岩 涙 香 と明 治 の メ デ ィ ア 人 た ち』(日 本 経 済 新 聞社 、

1989)

6.伊 藤 秀雄 「明治の 探偵小 説』(双 葉 社 、2002)、120-121頁 。

7.同 書 『明 治 の探偵 小説』、117-119頁 。

8.前 掲 書 伊 藤 秀雄 『黒 岩涙香 そ の小 説の すべ て』、210頁 。

9.柳 田泉 は、 涙香 が 明治 二十 年代 前 後 の腐敗 した政 治 ・社会 を大衆 の側 に立 って大 岡政談

の如 く批 判 したの が探偵 小 説 とな った のだ と して、涙香 の 正義 感 を表明 した もの と して、

迫遙 、二 葉 亭 に並 ぶ涙香 の文学 史 上無 視 す る こと はで きな い 「文 学 的天 才」 と しての存

在意 義 を強調 して い る。 「涙 香 以前 か ら涙 香 へ 」 『柳 田泉 の文 学遺 産 』 第二 巻(右 文 堂、

2009)、263-72頁 参照 。

(38) [119]




